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pC02の最大値は 0.12mmolC'1"1(流入河川の影響のある Sta.6，9月)，最小f直は 0.007mmolC・
1"1 (Sta.6，8月)であり，平均は 0.003mmolC' 1"1であった。また， ICの最大値は 0.340mmolC' 
1"1 (Sta.6， 11月)，最小値は 0.165mmolC' 1"1 (Sta.2， 7月)であり ，平均値は 0.230mmolC.1"1 
であった。表層のpC02はほとんどの場合で大気平衡 (200C，1気圧， 0.015 mmolC' 1"1)よりも
高い値であった。しかし， 8月の pC02は大気平衡よりも低い値を示した。特に，湖心の Sta.2，






赤石川の 2006年の pC02は特に 9月に大きな値を示し，他の河川とは挙動が異なっていた。IC




は， 5m層以深では光合成による C02の取り込みが無く ，呼吸による C02生成のほうが多いこと
が挙げられる。また，5月と 11月で深度による IC，pC02に違いが見られなかったのは， 5月は
成層化がはじまり， 11月には全循環していたためである。また， Sta.2，3のICとpC02生成量を
同層で比較すると，表層はほぼ同様の推移を示すのに対して，特に 8，9月の 5m層は Sta.3のほ
うが大きな値であった。これは，流入河川が湖内混合している Sta.3では，生物量が多いことや
分解による二酸化炭素生成などの影響が大きいためである。
次に， トラップによって捕集した沈降物を含む湖水に 13C でラベルした酢酸を添加した(以下




また， 5m層よりも 20m層のほうがpC02生成量は多かった。これは， 5m層ではわずかである
が光合成による C02の消費があり ，また，有機物の分解量あるいは要求量が深層のほうが高いと
いえる。Sta.2において，湖水のみのpC02量と トラップのpC02量を比較すると， 5m層ではほ
ぼ等しい値を示したが， 20 m層ではトラ ップ中のpC02量は湖水だけを
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供 給 さ れ る C 0 2 の 影 響 が 大 き い と い え る 。
ま た ， ト ラ ッ プ で 捕 集 さ れ た 沈 降 物 に よ る 酢 酸 の 取 り 込 み 活 性 を 図 -3 ( 2 0 0 7 年， Sta_2 の 5 m
層 ) に 示 す 。 Sta.2 に お い て ， 5 m 層 の 湖 水 と 捕 集 さ れ た 沈 降 物 に よ る 取 り 込 み 速 度 は ， 8 月 を 除
い て ほ ぼ 等 し く ， 季 節 に よ る 変 動 は 見 ら れ な か っ た 。 こ れ よ り ， 沈 降 物 を 含 む 湖 水 中 で も 微 生 物
群 集 の 分 解 能 力 は 変 化 し な い と い え る 。 2 0 m 層 で は ， 湖 水 と ト ラ ッ プ の 取 り 込 み 速 度 に 差 が 見 ら
れ ， 測 定 月 に よ っ て も 変 動 が あ っ た 。 一 方， Sta. 3-5 で は ， ほ と ん ど の 場 合 湖 水 と 捕 集 さ れ た 沈
降 物 に よ る 取 り 込 み 速 度 に 違 い は な く ， 季 節 に よ る 変 動 は 見 ら れ な か っ た 。 ま た ， 内 湾 域 で の 同
様 な 取 り 込 み 速 度 は ， Sta.2 の 5 m 層 の 約 2 倍 で あ っ た こ と よ り ， 湖 心 よ り も 内 湾 域 で の 取 り 込
み 活 性 が 高 い と い え る 。 こ こ で ， 内 湾 域 に は 懸 濁 態 炭 素 ， 窒 素 ， リ ン が 阿 ) 1 か ら 直 接 流 入 し ， 水
量 が 少 な い た め ， 懸 濁 態 成 分 の 密 度 が 高 い 。 一 方 ， 湖 心 は 水 量 が 多 い た め 懸 濁 態 成 分 の 密 度 も 小
さ く ， ま た ， 朱 鞠 内 湖 の 制 限 因 子 で あ る リ ン は ， 内 湾 域 で 先 に 取 り 込 ま れ て 消 費 さ れ る た め ， 湖
心 に 達 す る リ ン 量 は 少 な く な る 。 従 っ て ， 湖 心 よ り も 内 湾 域 の ほ う が 栄 養 は 豊 富 で そ の 密 度 も 高
い た め ， 微 生 物 群 集 の 本 来 の 活 性 が 高 い と い え る 。
次 に ， 底 泥 か ら の C 0 2 生 成 量 を 図 -4 (2007 年， Sta.3) に 示 す 。 こ れ よ り ， p C 0 2 生 成 量 は 時 間
に 比 例 し て お り ， 常 に 一 定 の C 0 2 が 底 泥 か ら 湖 内 に 供 給 さ れ て い る こ と が わ か る 。 月 別 の 生 成 量
は， 7 ，  8 月 に 多 く ， 9 月 か ら 1 0 月 に か け て 増 加 し た 。 こ れ は ， 9 月 か ら は 落 葉 や 酪 農 排 水 が 湖 内
に 流 入 し ， 1 0 月 に か け て 有 機 物 が 堆 積 し ， 底 泥 で の 分 解 は 活 発 に な る 。 し か し ， 水 温 の 低 下 に 伴
い ， 分 解 が 抑 制 さ れ て 11 ， 5 月 に は 堆 積 し て い た 有 機 物 の 分 解 速 度 が 低 下 し 徐 々 に 分 解 さ れ る 。 そ
し て ， 7 ， 8 月 に な る と 湖 内 の 一 次 生 産 も 増 加 し ， ま た ， 水 温 の 上 昇 と と も に 分 解 も 活 発 に 行 わ れ ，
昨 年 か ら 生 産 さ れ 蓄 積 し て い た 有 機 物 の 多 く が 分 解 さ れ ， C 0 2 と し て 放 出 さ れ た と 考 え ら れ る 。
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図 -1 無 機 炭 素 の 深 度 分 布 (2007 年 9 月， Sta.2) 
図 -2 ト ラ ッ プ 中 の p C 0 2 ( 2 0 0 7 年， Sta.2-5) 
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図 -4 底 泥 か ら の p C 0 2供 給 量 (S t a .3)
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